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自
分
の
命
を
守
る

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
各
学
校
で
は

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
見
直
す
と
と
も
に
、

児
童
、
生
徒
が「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

安
全
へ
の
意
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
防
災

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
震
や
津
波
が
ど
う
し
て
起
こ
る
の
か
、

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
地
震
の
被
害
の
歴
史

な
ど
を
学
び
、
災
害
時
に
ど
う
行
動
し
た
ら

い
い
か
、
児
童
、
生
徒
が
自
分
自
身
で
考
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
災

害
時
の
判
断
力
や
行
動
力
を
養
っ
て
い
き

ま
す
。

たくましく、
生き抜く力を育む

過去に学び、未来に備える
小田原市の防災教育
問  教育総務課  ☎33-1671   教育指導課  ☎33-1684

東日本大震災から1年が過ぎよう
とする今、学校での防災教育のあ
り方が改めて問われています。
私たちはこの震災から、どれほど
熟慮を重ねても、自然災害は想定を大きく越えてしまうこと
があることを学びました。
必要なのは、「想定外」の事態に対応する力。どのような状
況でも、自分の命を守る最善の方法を自分で判断し、行動す
る力を身に付けることが、これからの防災教育に求められて
います。市では、いつ起こるか分からない「想定外」の事態
さえも乗り越え、たくましく「生き抜く力」を、すべての子ども
たちに育んでいきたいと考えています。

小田原市教育長   
前田輝男
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その他 
7%

その他 
6%

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

学
校
保
健
委
員
会
を
通
し
て

千
代
小
学
校

　
千
代
小
学
校
で
は
、
6
月
に
学
校
保
健
委
員

会
を
開
き
、
児
童
、
教
職
員
、
保
護
者
が
一
緒

に「
災
害
か
ら
自
分
の
身
を
守
ろ
う
」と
い
う

テ
ー
マ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
学
校
保
健
委
員
会
で
は
、
ま
ず
、
全
児
童
を

対
象
に
、
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
震
災
が
起
き
た

時
、
屋
内
に
い
た
児
童
の
27
%
が「
外
に
と
び

だ
し
た
」と
回
答
。
避
難
訓
練
は
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
い
ざ
そ
の
時
に
な
る
と
、「
こ

わ
い
」「
び
っ
く
り
し
た
」と
い
う
気
持
ち
が
先

に
立
ち
、
訓
練
ど
お
り
に
冷
静
に
行
動
で
き
な

い
児
童
が
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
各
ク

ラ
ス
で
話
し
合
い
を
行
っ
た
後
、
ク
ラ
ス
の

代
表
が
学
校
保
健
委
員
会
の
話
し
合
い
に

参
加
。
児
童
か
ら
は
、「
避
難
訓
練
が
役
立
っ

た
」「
こ
れ
か
ら
も
訓
練
を
続
け
て
い
き
た

い
」と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
児
童
一
人
一
人

の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

尊徳が結ぶ、相馬と小田原の子どもたち
下府中小学校

　児童会事務局では、東日本大震災で被災されたかたがたに、少し
でも私たちの気持ちを届けたいという思いで募金活動を行いました。
　募金で集まったお金は、福島県相馬市（※）の飯豊小学校に寄附
しました。それをきっかけに、飯豊小学校の児童会事務局と、お互
いの自己紹介カードを交換することになりました。
　「飯豊小学校のみんなともっと仲良くなりたい!」と思い、全校で飯豊小
学校にビデオレターや寄せ書きなどのプレゼントを送ることにしました。
　3月頃には、両校で、黒松とさざんかを植樹します。松の木が大
地に根を張って、大きく育っていくように、自分たちも、相馬と小田原、
それぞれの場所で頑張っていきたいと思います。

震災について真剣に考えていきます

下府中小学校		児童会事務局 プレゼントを詰める児童

日頃から真剣に訓練することが、いざという時の身を守る行動につながります

危険物から離れ、身を守ります すばやく避難します

● 東日本大震災のとき
どこにいたか

● 屋内でどうしたか

● 屋外でどうしたか

学校保健委員会が行った
アンケート結果

家の中 58%

逃げて
しゃがんだ

32%

そのまま
歩いた
20%

しゃがんだ 
23%

つかまった 
17%

その他 
4%

気づかなかった 
1%

気づかなかった 
2%

もぐった 
44%

外に
とびだした

27%

じっと
していた

24%

下校中
19%

外出中
16%

※小田原市では、二宮尊徳に縁のある福島県相馬市に対して、震災孤児等支援金へ
の支援を呼びかけるなどの応援をしています。市内の他の小中学校でも、メッセー
ジや義援金、学用品を送るなど、相馬市との交流を進めています。
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城
北
中
学
校
で
は
、
桜
井
保
育
園
と
合
同

の
防
災
訓
練
を
9
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
保

育
園
と
の
合
同
訓
練
は
、
市
内
で
も
初
の
試

み
で
し
た
。

　
震
度
6
の
大
地
震
が
発
生
し
、
津
波
警
報
が

発
令
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
、
生
徒
が
園
児
を

背
負
っ
た
り
、
手
を
つ
な
い
だ
り
し
な
が
ら
、

保
育
園
か
ら
中
学
校
に
誘
導
し
、
3
階
ま
で
避

難
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
地
域
の
自
治
会
や
警
察
の
か
た
が

交
通
整
理
に
あ
た
る
な
ど
、
地
域
の
全
面
的
な

協
力
の
も
と
に
行
わ
れ
、
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
に
向
け
た
、
地
域
と
学
校
の
連
携
を
図
っ

て
い
ま
す
。

園児を背負い訓練を開始

実際に視覚障がい者の避難誘導
の訓練を行う3 年生

赤十字奉仕団のかたから応急手当を学ぶ

地域や警察のかたの協力のもと、中学校まで避難

　

訓
練
で
は
、
視
覚
障
が
い
の
体
験
も

行
い
ま
し
た
。
前
が
見
え
な
い
不
安
感

や
、
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
と

び
っ
く
り
す
る
こ
と
な
ど
、
体
験
し
て

初
め
て
気
づ
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
あ
ま
り
考
え
て
い
な
か
っ

た
障
が
い
者
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
、
周
り
の
人
と
助
け
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

地
域
の
一
員
と
し
て

　

東
日
本
大
震
災
後
、
避
難
所
の
よ
う
す
を

伝
え
る
テ
レ
ビ
の
放
送
で
は
、
大
人
に
混
ざ

り
運
営
を
助
け
る
中
学
生
の
姿
な
ど
も
あ
り
、

地
域
に
お
け
る
中
学
生
の
存
在
が
注
目
さ
れ

ま
し
た
。

　
中
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
で
は
、
自
分
の

命
を
自
分
で
守
る
こ
と
に
加
え
て
、
中
学
生
が

地
域
の
一
員
と
し
て
、
救
助
や
復
興
の
担
い
手

に
な
る
よ
う
、
学
校
と
地
域
が
連
携
を
し
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
自
分
に
は
何
が
で
き
る
か
、

考
え
、行
動
す
る
」   

橘
中
学
校

　

橘
中
学
校
で
は
、
地
域
の
育
成
会
や
消
防

団
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
た
だ
避
難
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
中
学
生
も
救
助
者
と
し
て
担
い
手
に

な
る
と
い
う
考
え
で
、
知
識
や
技
術
を
学
ん

で
い
き
ま
す
。

　

9
月
に
は
、
視
覚
障
が
い
者
や
高
齢
者
な

ど
、
要
援
護
者
の
避
難
誘
導
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

橘中学校 3 年

石井貴
た か

斗
と

さん

「
守
ら
れ
る
立
場
か
ら
守
る
立
場
に
」

城
北
中
学
校

　

今
回
の
訓
練
で
、
震
災
の
時
は
、
中

学
生
は「
守
ら
れ
る
側
」で
は
な
く
、

「
守
る
側
」
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
自

覚
し
ま
し
た
。
初
め
は
、
見
知
ら
ぬ

園
児
と
う
ま
く
接
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
心
配
で
し
た
。

　

私
が
お
ん
ぶ
し
た
子
は
、
最
初
は

泣
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
泣

き
止
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
実
際
に
地

震
が
起
き
て
、
恐
怖
で
泣
い
て
い
る

子
ど
も
が
い
た
ら
、
私
が
和
ら
げ
て

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
な
る

こ
と
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

城北中学校 3 年

小池彩
あ や

華
か

さん
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教
育
委
員
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生

を
受
け
、「
学
校
に
お
け
る
大
規
模
地
震
へ
の

対
応
」の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
在
校
時
・
登
下
校
時
・
在
宅
時
な
ど
各
時
間

帯
に
よ
っ
て
、
児
童
、
生
徒
、
教
職
員
、
保
護

者
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
、
ま
た
、
保
護

者
へ
の
引
き
渡
し
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
い

つ
ど
こ
で
行
う
か
な
ど
の
視
点
を
重
視
し
て
、

基
準
を
設
け
ま
し
た
。

　
津
波
被
害
の
危
険
が
あ
る
学
校
で
は
、
揺
れ

が
お
さ
ま
っ
た
ら
直
ち
に
、
近
く
の
高
台
や
、

校
舎
な
ど
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
の
安

全
な
階
に
一
時
避
難
す
る
こ
と
、
そ
の
後
も
津

波
・
大
津
波
警
報
発
令
中
は
、
児
童
、
生
徒
を

待
機
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
津
波
発
生
時
の
対
応

を
見
直
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
か
ら
各
家
庭
へ
地
震
災
害
時
の 

対
応
を
ま
と
め
、配
布
す
る
な
ど
、学
校
だ
け
で

な
く
、
家
庭
で
も
地
震
災
害
へ
の
備
え
が
確
実 

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

「釜石の奇跡」

　岩手県釜石市では、昨年3月11日の震災発生時に在校して

いた小中学生が、一人も命を落とすことなく避難しており、こ

のことが「釜石の奇跡」として語られています。なぜそれが可

能だったのか。当事者である釜石東中学校の3 年生4人から、

当時のようすや思いを直接聞く機会がありました。

　釜石では、ギネス級の長大堅固な防波堤など、ハード整備

で津波対策を重ねた一方で、「津波てんでんこ」という言葉で

知られるように、徹底した避難準備を行っており、その一環で、

特に市内中学校における「防災教育」を、10 年近く前から進め

てきました。過去の津波で市内のどこまで被害が及んだか、そ

の海抜まで避難するルートはどこか、全力で駆け上がって何分

かかるかといった、基礎的なことを十分に客観的に理解させた

上で、実際に全力疾走で数百メートルの坂を駆け上がる訓練、

津波のスピードと同じ速度で追いかける車から逃げる訓練など

も定期的に実施。避難の実際を体で覚えさせました。

　さらに大切なことは、「助けられる側から助ける側へ」との意

識を、中学生たちが身につけていったことです。避難時に、隣

接する小学校から小学生たちを引き連れて逃げる。避難経路沿

いのお年寄り世帯に声をかける。学区内の全世帯を中学生たち

が訪問し、既に避難したことを表示する「避難しましたカード」

を配布、とにかく逃げることを説いて回る。心配した両親が学

校に迎えに来ないで逃げるよう、「私たちは必ず逃げるから大丈

夫。だからお父さんお母さんも逃げて」と家庭で話をさせる。

　このような教育を徹底して行っていた結果、想定した津波浸

水ラインを大きく上回る津波に襲われたにもかかわらず、その

場の判断でさらに高い地点まで、小学生を連れて避難。訓練

の倍の距離を走りきり、中学生たちは生き延びたのです。そし

て、「この経験を多くの人に語り継ぎ、今後の震災で亡くなる人

を一人でも減らしたい。それが私たちの使命です」と、強い覚

悟のもとに話をしてくれました。

　中学生たちが「生き延びた」体

験を通じて体に刻んだ防災の学び

は、「防災文化」となって、地域に

受け継がれていくことでしょう。小

田原でも、このような視点からの

防災まちづくりが必要です。

大
規
模
災
害
時
対
応
の
見
直
し

学
校
現
場
、そ
し
て
家
庭
へ

1月 11日		消防出初式

地震警戒宣言が発令

対象者 在校時 登下校時 在宅時

児童	 引き渡し・	 学校か自宅の	 自宅待機
	 待機	 近い方または
	 	 安全な場所へ
保護者	 引き取り	 引き取り	 児童と共に
	 	 	 行動
学校	 引き渡し・	 安否確認・	 原則出勤
	 保護	 保護

震度５弱以上の地震、津波〔大津波〕警報が発令

児童	 安全な階、	 鉄筋の建物の	 鉄筋の建物の
	 高台へ避難	 安全な階、	 安全な階、
	 	 高台へ避難	 高台へ避難
保護者	 引き取り	 引き取り	 児童と共に
	 	 	 行動
学校	 避難誘導・	 安否確認・	 原則出勤
	 保護	 保護

震度５弱以上の地震発生

児童	 運動場に	 学校か自宅の	 自宅待機
	 避難	 近い方または
	 	 安全な場所へ
保護者	 引き取り	 引き取り	 児童と共に
	 	 	 行動
学校	 避難誘導・	 安否確認・	 原則出勤
	 保護	 保護	 	 	

地震災害時の対応  ※小学校の一例
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斑
鳩
町
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
?

　
奈
良
県
生い

駒こ
ま

郡
斑
鳩
町
。
面
積
は
14.
2
7

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、人
口
は
2
万
8
6
6
5

人（
9
月
30
日
現
在
）の
小
さ
な
町
で
す
が
、年

間
1
0
0
万
人
も
の
観
光
客
を
迎
え
る
日
本

屈
指
の
観
光
都
市
で
す
。

　
聖
徳
太
子
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
法
隆
寺
を
は
じ
め
、法ほ

う

輪り
ん

寺じ

・法ほ
う

起き

寺じ

・中
ち
ゅ
う

宮ぐ
う

寺じ

な
ど
の
古
代
寺
院
の
ほ
か
、藤ふ

じ

ノの

木き

古こ

墳ふ
ん

な
ど
、日

本
古
代
史
上
の
重
要
な
遺
跡
が
数
多
く
残
り
ま
す
。

　
「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
」は
、世
界
最

古
の
木
造
建
築
物
と
し
て
、世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
隆
寺
の
古
文
書
に

記
さ
れ
た
小
田
原

　
奈
良
時
代
の
7
4
7
年
に
作
成
さ
れ
た「
法

隆
寺
伽が

藍ら
ん

縁え
ん

起ぎ

并な
ら
び
に
る
き

流
記
資
財
帳
」と
い
う
史
料

に
は
、「
相
模
国
足
下
郡
倭
戸
郷
」に
法
隆
寺
の

食じ
き

封ふ

が
所
在
し
て
い
た
と
い
う
記
録
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の「
倭
戸
郷
」と
い
う
の
が
、

市
内
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
代

の
法
隆
寺
と
小
田
原
と
の
関
係
を
示
す
貴
重

な
史
料
で
す
。

斑
鳩
と
小
田
原  

遠
き
日
の
交
流

　
食
封
と
は
、古
代
律
令
制
の
俸ほ

う

禄ろ
く

制
度
の
一つ

で
す
。
天
皇
の
一
族
や
貴
族
、寺
院
な
ど
は
、封ふ

戸こ

と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
一
定
の
地
域
の
公こ

う

民み
ん

の
戸こ

（
家
）か
ら
、租そ

庸よ
う

調ち
ょ
うと

呼
ば
れ
る
租
税
の
大

部
分
を
、自
ら
の
収
入
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
小
田
原
と
、法
隆
寺
が
所
在
す
る
斑
鳩
と
の

間
に
は
、人
や
物
資
の
往
来
は
も
ち
ろ
ん
、こ
れ

を
介
し
た
技
術
や
文
化
の
交
流
が
、盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。小
田
原
付
近

の
特
産
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
み
か
ん
の
一

種
の
柑こ

う

子じ

な
ど
も
、当
時
、法
隆
寺
に
納
め
ら

れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、古
代
の
小
田
原
を
代
表
す
る
遺
跡
の

一
つ
で
あ
る
千
代
廃は

い

寺じ

跡あ
と（

市
内
千
代
）に
つ

い
て
は
、創
建
が
法
隆
寺
と
近
い
時
期
と
推
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
法
隆
寺
式
」と
呼
ば
れ
る

伽が

藍ら
ん

配
置
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

1
2
0
0
年
の
時
を
越
え
、

新
た
な
交
流
が
始
ま
り
ま
す

斑
鳩
町
×
小
田
原
市

「
法
隆
寺
ゆ
か
り
の
都
市 

文
化
交
流
協
定
」

法
隆
寺
が
所
在
す
る
奈
良
県
斑い

か
る
が鳩

町
と
小
田
原
市
で
は
、友
好
関
係
を
育
て
絆

き
ず
な

を
深
め
る
た
め
、2
月
11
日
の
斑
鳩
町
町
制
施
行
65
周
年
記
念
日
に
、「
法
隆
寺

ゆ
か
り
の
都
市 

文
化
交
流
協
定
」を
締
結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

奈
良
時
代
の
史
料
に
、法
隆
寺
と
小
田
原
と
の
つ
な
が
り
を
伝
え
る
記
載
が
あ

る
こ
と
か
ら
、今
後
、歴
史
や
文
化
の
分
野
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

問  
文
化
政
策
課 

☎ 

33-

1
7
0
6

	

郷
土
文
化
館 

☎ 

23-

1
3
7
7

法隆寺伽藍縁起并流記資財帳の一部

上空から見た千代遺跡群一帯

法隆寺西院伽藍

斑鳩町

奈良県
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か
か
わ
っ
た
と
さ
れ
る
中
里
遺
跡（
市
内
中
里
）

を
中
心
に
、
神
奈
川
の
弥
生
社
会
の
幕
開
け
を

飾
る
遺
跡
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。

2
月
18
日（
土
）～
26
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時（
郷
土
文
化
館
）

●  

斑
鳩
町
交
流
展

「
飛
鳥
時
代
の
斑
鳩
と
小
田
原
」

　

斑
鳩
や
、
斑
鳩
と
小
田
原
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
具
体
的
な
資
料
を
も
と
に
詳
し
く
紹
介
。

法
隆
寺
や
中
宮
寺
、
法
輪
寺
な
ど
の
斑
鳩
町
の

古
代
寺
院
、
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
上か

宮み
や

遺
跡
の

関
係
資
料
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

2
月
25
日（
土
）～
3
月
25
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時（
郷
土
文
化
館
）

［
関
連
催
事
］松
永
記
念
館
特
別
企
画

「
奈
良
・
京
都
に
ゆ
か
り
の

松
永
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　

斑
鳩
町
交
流
展
の
開
催
に
合
わ
せ
、
京
都
宇

治
平
等
院
の
古
材
や
奈
良
長
岳
寺
の
五
重
層

塔
な
ど
、
奈
良
・
京
都
に
ゆ
か
り
の
松
永
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
前
田
青せ

い

邨そ
ん

画「
風
神
・
雷
神
図
」
な

ど
も
、
合
わ
せ
て
特
別
公
開
し
ま
す
。

2
月
25
日（
土
）～
3
月
18
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時（
松
永
記
念
館
）

西
相
模
の
古
代
世
界
を
め
ぐ
る

展
示
会
と
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

斑
鳩
と
小
田
原
と
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り

は
、
古
代
西
相
模
に
お
け
る
東
西
交
流
の
大
き

な
う
ね
り
を
示
す
一
つ
の
事
例
で
す
。

　
郷
土
文
化
館
で
は
、
弥
生
時
代
か
ら
平
安
時

代
の
西
相
模
に
お
け
る
東
西
交
流
を
テ
ー
マ

と
し
た
展
示
会
や
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

●  

神
奈
川
の
遺
跡
展
・
巡
回
展

「
弥
生
時
代
の
か
な
が
わ
」

　

近
畿
方
面
か
ら
の
移
住
者
が
開
拓
に
深
く

法隆寺若草伽藍跡から出土した
素
そ
弁
べん
八
はち
弁
べん
蓮
れん
華
げ
文
もんのきまるがわら

軒丸 瓦

シンポジウム・講演会（古代史講座 ）

シンポジウム
「弥生ムラの出現とその背景 」
問	文化財課		☎	33-1715

日時：2月18日（土）		午前10時〜午後5時
場所：市民会館	6階	第6・7会議室
講師：玉川文化財研究所	代表取締役	戸田哲也さん	ほか
定員：170人（当日先着順）

　東日本で最初の本格的な農耕集落とされる中里遺跡
は、南関東の弥生時代の稲作の開始を考える上で重要な
遺跡です。当時のようすや南関東の弥生文化の幕開けに
ついて、皆さんとともに考えます。

古代史講座
「西相模の東西交流を考える」

● 	「中里遺跡で何が起こったのか」
日時：2月25日（土）		午後2時〜4時
講師：市文化財課職員

●	 「飛鳥時代の斑鳩の様相
ー法隆寺食封が結ぶ小田原との絆 ー」

日時：2月26日（日）		午後1時〜2時30分
講師：斑鳩町文化財保存係長	平田政彦さん

●	「歌人『相模 』の東
あずま

下り」
日時：2月26日（日）		午後2時40分〜4時10分
講師：文教大学講師	鳥

とり

養
かい

直樹さん

場所：（3つの講座すべて）報徳博物館
定員：各100人(申し込み多数抽選)

※	 3つの講座すべて事前申し込み制です。2月10日（金）
までに往復はがきに、希望する講座、住所、氏名、電
話番号を明記し郵送してください。

申込先：〒250-0014		小田原市城内7-8		
小田原市郷土文化館

中里遺跡から出土した
弥生時代の大型つぼ

展示準備などのため、郷土文化館、松永記念館は、
次のとおり臨時休館しますのでご注意ください。
郷土文化館		2月13日（月）〜17日（金）
松永記念館		3月19日（月）〜26日（月）
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「
お
だ
わ
ら
地
域
力
市
民
力
表
彰
」は
、
受

賞
者
の
活
動
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
で
、
一
人

で
も
多
く
の
か
た
の
、
自
分
の
住
む
地
域
の
発

展
や
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
22
年
度
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
地
区
自
治
会
連
合
会
か
ら
の
推
薦

で
個
人
5
人
と
15
団
体
の
受
賞
が
決
ま
り
、
1

月
21
日
、
け
や
き
ホ
ー
ル
に
お
い
て
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た
。

※	

な
お
、受
賞
者
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、

F
M
お
だ
わ
ら
が
発
行
し
て
い
る
情
報
誌

「
お
隣
り
さ
ん
」で
随
時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

新玉

万年

幸

足柄

芦子

二川

東富水

富水

久野

大窪

地区 地区

山王網
一色

下府中

桜井

豊川

上府中

下曽我

片浦

曽我

橘南

橘北

臼井和恵

第18区髙梨町
自治会

浅田絢
あや

子
こ

髙橋益
ます

子
こ

芦子学区
子ども見守り隊

多古親老会

東富水地区
社会福祉
協議会

富水婦人部
連合会

久野地区自治会
連合会防犯
活動協議会

小泉	茂

受賞者（団体）名 受賞者（団体）名

譲
ゆずり

原
はら

ノブ

下府中
コミュニティ
s
しんしん

hin2

桜井地区
青少年育成会

小田原交通安全
協会豊川支部

千代を
愛する会

下曽我応援団
ぷらむ

米
こめかみ

神さつき会

上曽我祭囃
ばや

子
し

保存会

小田原市消防団
第22分団
1班・2班

おはなし
びっくりばこ

勤務先の最寄りの小学校近くの交差点で子ども
たちの見守りや挨拶運動を行い、地域の交通安
全に高く貢献。

会員による防犯パトロールを月1回と年末に行い、
地域住民の防犯と防災意識の高揚に貢献。

多くの地域住民と、毎日ラジオ体操を行い、地域
住民のコミュニケーションを高めることに貢献。

青少年育成推進員などを長く務め、登校時の見守
りや挨拶運動を実施。また、自治会の婦人部長
も務め、地域の青少年育成活動に貢献。

平成18年の設立以来、天候にかかわらず毎朝登
校時に小中学生の見守りを行い、安心安全な地
域づくりに貢献。

37年間、地元神社境内の清掃美化活動を月1回
行い、地域の高齢者の居場所づくりに貢献。

「ひとり暮らし高齢者昼食会」を主催。単なる昼
食会だけでなく、保健師による保健指導や血圧測
定、昼食会後の「ふれあいの会」でさまざまな行
事を企画するなど、地域の高齢者福祉に貢献。

昭和50年設立以来、養護学校へのぞうきんの寄附や、
福祉バザーの実施など、地域の福祉に貢献。今年度は
バザーの売上金の一部を東日本大震災被災地に寄附。

地区総ぐるみでの年2回の防犯パトロール、年間
を通しての青色パトロール車での活動を通じて、
地区内の犯罪の減少に貢献。

長きにわたり自治会役員や地区社会福祉協議会
の会長、また、地元のまちづくり実行委員を務め
るなど、地域に貢献。

受賞理由 受賞理由

芦子学区子ども見守り隊（芦子） 米神さつき会（片浦）

（敬称略）

おはなしびっくりばこ（橘北）

平
成
23
年
度

お
だ
わ
ら
地
域
力
市
民
力
表
彰

問  

地
域
政
策
課  

☎  
33-

1
4
5
7

32年間、老人クラブや婦人会の活動、また、舞踊
の後継者育成を行うなど多角的に活動し、地域
の活性化に貢献。

学校・家庭・地域・各種ボランティア団体などと
連携し、校庭の芝生化活動を通じ、子どもたちの
体力増進、世代間交流に貢献。

創設以来35年間、日常の地道な活動を通じ、地
区青少年の健全育成や安心なまちづくりに貢献。

地元の小学校や自治会で、交通教室や交通安全
施設の整備点検を行い、地域の交通安全に貢献。

地元の伝統行事の復活を目的に、昭和53年の創
設以来、地域におけるイベント企画の中心的存在
として地域に貢献。

地元の観光名所「剣
つるぎさわ

沢」へ続く遊歩道の竹林の
伐採や小学校の学校田の維持管理などを通じて
地域に貢献。

平成3年から、国道の道路わきに草花を植え、管理
をこまめに行うなど、地域の環境美化活動に貢献。

昭和54年の創設以来、伝統ある祭囃子の技術を
青少年に継承するため、月2回練習に励み、地元
神社の秋祭り、敬老会などに参加。地域の世代
間交流に貢献。

住宅用火災警報器が義務付けられたことに伴い、
地元に回覧を配布したり、設置の際に積極的に立
ち会ったり、地域の防災活動に貢献。

平成10年に小学校での読み聞かせ活動を開始
して以来、子育てサークルや誕生会などにも活動
の幅を広げ、地域の青少年育成活動に貢献。

地
域
の
力

育
て
ま
す

納税の公平性を
保つために
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れ
な
い
場
合
、
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。
督
促

状
の
発
送
か
ら
10
日
を
経
過
し
て
も
完
納
さ

れ
な
い
場
合
に
は
、「
市
は
滞
納
者
の
財
産
を

差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
地
方
税

法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

滞
納
を
解
消
す
る
た
め
に

　
市
で
は
近
年
、
滞
納
に
よ
る
差
し
押
さ
え
件

数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
勤
務
先
に
収

入
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
給
与
を
差
し
押
さ

え
、
徴
収
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
収
入
や
財
産
が
あ
る
滞
納
者
に
は
、

法
令
に
基
づ
き
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処

分
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

滞
納
は
不
公
平

　
市
税
の
滞
納
は
、
市
の
財
政
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
来
す
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、き
ち
ん
と
納
付
し
て
い
る
多
く
の
か
た

（
約
98
%
）と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
納
税
の
公
平
性
を
維
持
す
る
た
め
、
市
で

は
積
極
的
に
滞
納
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

滞
納
す
る
と

　
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
と
、
年

率
14・
6
%
の
延
滞
金（
滞
納
し
た
市
税
1
万
円

に
つ
き
1
日
当
た
り
約
4
円
）が
発
生
し
ま
す
。

　

納
期
限
後
1
か
月
を
経
過
し
て
も
納
付
さ

ご利用ください

●	納税窓口の時間延長と休日開設
・市役所の窓口延長
毎週火曜日は、午後7時まで、市役所の市税収
納窓口(2階7番)を開設しています。

・アークロード市民窓口
(小田原駅東西自由連絡通路内)
平日：午前7時30分〜午後7時
土・日曜日、祝日：午前8時30分〜午後5時

・マロニエ住民窓口
平日、土・日曜日、祝日：午前8時30分〜午後5時

●	口座振替
納期限の日に口座から自動的に引き落とされる口
座振替は、納付に行く手間が省け、納付し忘れる
こともなく便利です。
一度手続きをすると翌年度以降も継続されます。
市内各金融機関の窓口でお申し込みください。

※	納期限が近くなりましたら、口座残高の確認を忘
れずにお願いします。

●	コンビニ納付
平成23年度からバーコードが印字された納付書
は、指定のコンビニエンスストアでも納付できる
ようになりました。
夜間や休日でも納付でき、多くのかたにご利用い
ただいています。

市税は行政サービスの大切な財源です。長引
く景気の低迷で市税収入は減少する一方、滞
納件数は増えています。
市では収納率向上のため、自主納付を促す 

「納税催告」、納付できるのに納付しない滞納
者への「財産調査 」、差し押さえなどの「滞納
処分」を行っています。

問 市税総務課  ☎33-1345

市
税

納税の公平性を
保つために

積極的に滞納整理に取り組みます

納
税
相
談
は
お
早
め
に

　

病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
廃
止
や

経
営
不
振
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で

納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
か
た
は
、

市
税
総
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
生
活

状
況
や
収
入
状
況
を
踏
ま
え
、
納
付
計
画

を
立
て
て
い
き
ま
す
。
納
付
計
画
が
守
ら

れ
な
い
場
合
、
徴
税
吏
員
が
差
し
押
さ
え

が
可
能
と
判
断
し
た
も
の
は
、
差
し
押
さ

え
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
私
債
権

（
借
金
）は
、
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い

理
由
と
し
て
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
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報徳の森
市
民
が
中
心
と
な
っ
た

森
林
の
再
生
と
被
災
地
の
復
興
支
援

昨
年
12
月
、「
報
徳
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
二
宮
尊
徳
の
報
徳
思
想
の
精
神
に
基
づ
き
、

市
民
が
中
心
と
な
っ
て
、小
田
原
の
森
林
・
林
業
再
生

に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、被
災
地
の
産
業
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問  

農
政
課  
☎ 

33-

1
4
9
1

　
「
報
徳
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

地
場
産
木
材
の
活
用
と
森
林
の
健
全

な
育
成
を
目
指
す「
お
だ
わ
ら
森
林・

林
業
・
木
材
産
業
再
生
協
議
会
」の

活
動
と
、無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
環

境（
エ
コ
）シ
テ
ィ
」の
活
動
の
接
点

か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
小
田
原
の
森
林
を
整
備
す
る
際
に

発
生
す
る
間
伐
材
を
加
工
し
、被
災
地

へ
届
け
、木
造
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

な
ど
に
活
用
し
、被
災
地
の
産
業
や
に

ぎ
わ
い
再
生
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

相
馬
地
方
へ

  防
寒
対
策
用
木
材

　

12
月
17
日
か
ら
25
日
ま
で
、「
報

徳
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」実
行
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
市

民
と
市
職
員
の
有
志
が
、
二
宮
尊
徳

の
縁
で
小
田
原
市
と
ゆ
か
り
の
深
い
、

福
島
県
相
馬
地
方
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
相
馬
市
に
あ
る
、
飯
舘
村
か
ら
の

避
難
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と

な
っ
て
い
る
農
園
小
屋
に
、
杉
の
無む

垢く

板
を
届
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
飯

舘
村
の
大
工
の
手
に
よ
り
、
小
屋
の

内
装
に
使
い
、
防
寒
対
策
に
役
立
て

る
も
の
で
、
小
田
原
地
区
木
材
業
協

同
組
合
の
青
年
部「
小
田
原
林
青
会
」

か
ら
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

つ
な
が
れ
日
本
!

報
徳
の
樹

　

ま
た
、
相
馬
市
で「
朝
市
」を
主

催
し
、
被
災
者
に
対
す
る
支
援
を
被

災
者
自
身
で
行
っ
て
い
る
「
N
P
O

法
人
相
馬
は
ら
が
ま
朝
市
ク
ラ
ブ
」

か
ら
の
、「
被
災
地
の
ク
リ
ス
マ
ス

と
年
末
に
、
明
る
さ
と
に
ぎ
わ
い
、

希
望
を
…
…
」
と
い
っ
た
要
望
に
こ

た
え
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
使
う

も
み
の
木
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
朝
市
会
場
前
に
設
置
し
た
、
全
高

約
8
m
も
の
巨
大
ツ
リ
ー
。
相
馬

市
の
皆
さ
ん
の
手
で
、
多
く
の
装
飾

品
や
電
飾
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
が

取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小

田
原
市
森
林
組
合
の
協
力
に
よ
り
、

小
田
原
産
木
材
で
作
ら
れ
た
看
板
も

設
置
し
ま
し
た
。
相
馬
市
の
立
谷
市

長
が
書
い
た「
つ
な
が
れ
日
本
!
」

と
、
小
田
原
市
の
加
藤
市
長
が
書

い
た「
報
徳
の
樹
」を
合
わ
せ
た
看

板
で
す
。

心
を
込
め
て

　
ツ
リ
ー
の
寄
贈
と
合
わ
せ
て
、
み

か
ん
や
か
ま
ぼ
こ
、
鮮
魚
、
木
工
玩

具
な
ど
、
小
田
原
の
多
く
の
か
た
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
物
資
も
届
け
ま

し
た
。
ま
た
、
小
田
原
市
内
の
小
学

生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
約

1
3
0
0
枚
も
、
仮
設
住
宅
の
子
ど

も
た
ち
や
朝
市
に
来
た
子
ど
も
た
ち

へ
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
被
災
地
や
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん

が
、
少
し
で
も
明
る
く
な
っ
て
欲
し

い
。
た
く
さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

希
望
の
光
を
灯と

も

し
て

　
12
月
24
日
、
多
く
の
人
が
見
守
る

中
、
ツ
リ
ー
の「
点
灯
式
・
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
式
」が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
は
ら
が
ま
朝
市
ク
ラ
ブ
の
高
橋

理
事
長
か
ら
、「
報
徳
の
森
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」の
近
藤
会
長
に
、
お
礼
と
し

て
、
二
宮
尊
徳
の
教
え
を
詳
細
に
記

述
し
た
貴
重
な
伝
記『
報
徳
記
』が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
、「
暗
く
沈
ん
だ
生

活
に
、
希
望
の
光
が
灯
っ
た
」「
に
ぎ

わ
い
や
人
が
集
ま
る
場
所
が
で
き
て

う
れ
し
い
」な
ど
の
喜
び
の
声
が
聞

か
れ
、
近
藤
会
長
は
、「
相
馬
の
皆

さ
ん
の
復
興
へ
の
熱
い
思
い
と
決
意

を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
小
田
原
の

木
を
活
用
し
て
こ
れ
に
こ
た
え
て
い

き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

NPO法人相馬はらがま朝市クラブ	高橋永
なが

真
まさ

理事長（左）と
報徳の森プロジェクト	近藤増男会長（右）
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該
当
さ
れ
る
か
た

該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る

か
た

◆ 

平
成
22
年
8
月
1
日
～
平
成
23

年
7
月
31
日
の
間
の
す
べ
て
の

期
間
、国
民
健
康
保
険
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
て
、給
付
対
象
と
な
る

見
込
み
の
か
た
に
は「
申
請
の

ご
案
内
」を
郵
送
し
ま
す
。

●	

国
民
健
康
保
険

2
月
下
旬
に
郵
送
予
定

●	

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

3
月
中
旬
に
郵
送
予
定

◆ 「
申
請
の
ご
案
内
」が
届
か
な

か
っ
た
か
た
で
、医
療
保
険
と

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合

計
が
基
準
額（
※
2
）を
超
え
る

と
思
わ
れ
る
か
た
は
、平
成
23

年
7
月
31
日
時
点
に
加
入
し
て

い
た
各
医
療
保
険
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
特
に
次
の
❶ 

❷
に
該
当
す
る
か
た
は
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
8
月
1
日
～
平
成
23
年

7
月
31
日
の
期
間
内
に
、

❶	

保
険
の
変
更
が
あ
っ
た
か
た

	

●	

他
市
町
村
か
ら
転
居
し
た
か
た

	

●	

75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
か
た

	

●	

社
会
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険

へ
変
わ
っ
た
か
た

❷ 

住
所
地
特
例
の
認
定
を
受
け
て

い
る
か
た
な
ど

※		

前
年
度
分（
平
成
21
年
8
月
1

日
か
ら
平
成
22
年
7
月
31
日
ま

で
）の
申
請
締
め
切
り
は
、
平

成
24
年
7
月
31
日
ま
で
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療

養
費
制
度
は
、医
療
費
と
介
護
費

の
両
方
に
負
担
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
重
く
な
っ
て
い
る
費
用
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、設
け

ら
れ
た
制
度
で
す
。

支
給
さ
れ
る
の
は
?

　
平
成
22
年
8
月
1
日
か
ら
平
成

23
年
7
月
31
日
ま
で
の
期
間
中
に

支
払
っ
た「
医
療
保
険
」と「
介
護

i
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
７
月
31
日
に
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
が
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
か
た	

保
険
課		

高
齢
者
医
療
係	

☎	

33-		
1
8
4
3

国
民
健
康
保
険
の
か
た	

保
険
課		

国
民
健
康
保
険
係	

☎	

33-		
1
8
4
5

そ
れ
以
外
の
か
た	

高
齢
介
護
課	

☎	

33-		
1
8
7
6

問

保
険
」の
自
己
負
担
額（
※
1
）を

合
計
し
、基
準
額（
※
2
）を
超
え

た
金
額
が
、「
高
額
介
護
合
算
療
養

費
」・「
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
」と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
を
受
け
る
に
は
、申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、基
準

額
は
、
世
帯
員
の
年
齢
や
所
得
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

　
所
得
区
分
が
ご
不
明
な
か
た
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※２ 基準額（介護合算算定基準額 ）

後期高齢者医療または
70歳以上75歳未満の世帯 70 歳未満の世帯

６７万円 １２６万円

５６万円 ６７万円

３１万円
３４万円

住民税
非課税世帯

所得区分

現役並み所得者（上位所得者）

一般

低所得者Ⅱ（区分Ⅱ）

低所得者Ⅰ（区分Ⅰ） １９万円

※1		「自己負担額」に含まれないもの

❶ 医療［高額療養費対象外のもの］
	● 	保険外の診療
	● 	入院時の食費、居住費
	● 	差額ベッド代など

❷	介護
［高額介護（予防）サービス費対象外のもの］
	● 	保険外の介護（予防）サービス
	● 	入所時などの食費、居住費（滞在費）
	● 	特定福祉用具購入費
（特定介護予防福祉用具購入費）

	● 	住宅改修費（介護予防住宅改修費）など

＊		高額療養費・高額介護（予防）サービス
費として、既に払い戻しを受けた分は自
己負担額から差し引かれます。

希
望
の
光
を
灯と

も

し
て

　
12
月
24
日
、
多
く
の
人
が
見
守
る

中
、
ツ
リ
ー
の「
点
灯
式
・
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
式
」が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
は
ら
が
ま
朝
市
ク
ラ
ブ
の
高
橋

理
事
長
か
ら
、「
報
徳
の
森
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」の
近
藤
会
長
に
、
お
礼
と
し

て
、
二
宮
尊
徳
の
教
え
を
詳
細
に
記

述
し
た
貴
重
な
伝
記『
報
徳
記
』が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
、「
暗
く
沈
ん
だ
生

活
に
、
希
望
の
光
が
灯
っ
た
」「
に
ぎ

わ
い
や
人
が
集
ま
る
場
所
が
で
き
て

う
れ
し
い
」な
ど
の
喜
び
の
声
が
聞

か
れ
、
近
藤
会
長
は
、「
相
馬
の
皆

さ
ん
の
復
興
へ
の
熱
い
思
い
と
決
意

を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
小
田
原
の

木
を
活
用
し
て
こ
れ
に
こ
た
え
て
い

き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。
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1 

扶
養
控
除
の
見
直
し

●	

年
少
扶
養
親
族
に
対
す
る

扶
養
控
除
の
廃
止

　

16
歳
未
満
の
年
少
扶
養
親
族

（
平
成
8
年
1
月
2
日
以
後
に
生

ま
れ
た
か
た
）に
対
す
る
扶
養
控

除
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
事
業
と
し
て
建
設
を
進
め

て
い
た
、小
田
原
産
木
材
を
使
用
し

た
ト
イ
レ
が
石
垣
山
一
夜
城
歴
史

公
園
駐
車
場
内
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
石
垣
山
一
夜
城
と
い
う
歴
史
の
あ

る
地
域
に
調
和
し
、木
の
ぬ
く
も
り

を
伝
え
る
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、小
田
原
材
の
活
用
に
つ
い
て

説
明
し
た
看
板
も
設
置
し
ま
し
た
。

●	

16
歳
以
上
19
歳
未
満
の

特
定
扶
養
親
族
に
対
す
る

扶
養
控
除
の
上
乗
せ
分
の
廃
止

　
特
定
扶
養
親
族
の
う
ち
16
歳
以

上
19
歳
未
満
の
か
た（
平
成
5
年
1

月
2
日
か
ら
平
成
8
年
1
月
1
日

の
間
に
生
ま
れ
た
か
た
）に
対
す
る

扶
養
控
除
の
上
乗
せ
分（
12
万
円
）

が
廃
止
さ
れ
、
控
除
額
が
33
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

2 

同
居
特
別
障
害
者
加
算
の

特
例
の
改
組

　
納
税
義
務
者
の
扶
養
親
族
が
同

居
の
特
別
障
害
者
で
あ
る
場
合
に

は
、
扶
養
控
除
ま
た
は
配
偶
者

控
除
の
額
に
23
万
円
を
加
算
し
て

い
ま
し
た
が
、
年
少
扶
養
親
族

の
廃
止
に
伴
い
、
30
万
円
の
特
別

障
害
者
控
除
の
額
に
23
万
円
を

加
算
す
る
措
置
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

3 

寄
附
金
控
除
の
改
正

●	

適
用
下
限
額
の
引
き
下
げ

　
寄
附
金
控
除
の
適
用
下
限
額
が
、

現
行
の
5
0
0
0
円
か
ら
2
0
0
0

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●	

日
本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同
募

金
会
な
ど
に
対
す
る
東
日
本
大

震
災
義
援
金
の
取
り
扱
い

　
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
し
て
、

日
本
政
府
や
日
本
赤
十
字
社
・
中

央
共
同
募
金
会
な
ど
を
通
し
て
、

被
災
地
に
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」と
し
て
地
方

公
共
団
体
に
直
接
寄
附
を
行
っ
た

場
合
と
同
様
に
取
り
扱
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

i

i

平
成
24
年
度
個
人
住
民
税

（
市
・
県
民
税
）税
制
改
正
に
つ
い
て

小
田
原
産
木
材
を
活
用
し
た

ト
イ
レ
が
完
成
し
ま
し
た

市
民
税
課		

☎	

33-		
1
3
5
1

問

農
政
課		

☎	

33-		
1
4
9
4

問

個人市県民税の扶養控除などの全体像

※2		年少扶養親族は、扶養控除の対象になりませんが、個人住民税の非
課税などを判定する際に、その人数が必要となりますので、確定申
告の際には、必ず記入してください。

※1		平成24年度より一般扶養控除となります。

	 〜15歳	 16歳〜18歳	 19歳〜22歳	 23歳〜69歳	 70歳〜	　　　　

控除対象親族

扶養親族

一般（年少）
扶養控除

※ 2
33 万円

廃止

廃止

上乗せ分
12 万円

特定
扶養控除

※1
33 万円

特定
扶養控除
45 万円

一般（成年）
扶養控除
33 万円

同居老親
加算

7 万円あり

老人
扶養控除
38 万円

特
別
障
害
者
控
除

30
万
円

扶
養
控
除

33
万
円

（
ま
た
は
配
偶
者
控
除
）

同
居
特
別
障
害
者
加
算

＋
23
万
円

（
扶
養
控
除
な
ど
の
加
算
）

特
別
障
害
者
控
除

30
万
円

同
居
特
別
障
害
者
加
算

＋
23
万
円

（
特
別
障
害
者
控
除
へ
の
加
算
）

年
少
扶
養
控
除
廃
止
な
ど

扶
養
控
除
の
見
直
し

改正前

改正後

同居特別障害者加算の改組

加算の対象を扶養控
除等から特別障害者
控除に振り替え

（年齢）

53 万円へ
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ふ
れ
あ
い
体
験
市
場  

参
加
者
募
集
!!

　
市
内
の
12
店
舗
で
プ
ロ
の
技
術

や
魅
力
に
触
れ
ら
れ
る「
ふ
れ
あ

い
体
験
市
場
」。
プ
ロ
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
や
裏
話
を
聞
く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

地
元
の
店
舗
で
体
験
し
、
学
び
、

暮
ら
し
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●	

旬
の
魚
の
三
枚
お
ろ
し

日
時

：

2
月
23
日（
木
）

午
後
2
時
～
3
時
30
分

3
月
28
日（
水
）

午
後
2
時
～
3
時
30
分

場
所

：

魚
國
商
店		

定
員

：

各
回
8
人

参
加
費

：

2
0
0
0
円

●	

紅
茶
の
美お

味い

し
い
入
れ
方
と

ク
リ
ー
ム
テ
ィ

日
時

：

2
月
25
日（
土
）

午
後
1
時
～
3
時

場
所

：
サ
ロ
ン
・
ド
・
K		

定
員

：
8
人

参
加
費

：

2
0
0
0
円

●	

季
節
の
お
も
て
な
し
料
理
&

ミ
ニ
会
席
会
食

日
時

：

3
月
21
日（
水
）

午
後
2
時
30
分
～
4
時

場
所

：

だ
る
ま
料
理
店

定
員

：

10
人

参
加
費

：

2
5
0
0
円

●	

簡
単
に
で
き
て
お
洒し

ゃ

落れ

な

袋
物
製
作

日
時

：
3
月
15
日（
木
）

午
後
2
時
～
4
時

3
月
29
日（
木
）

午
後
2
時
～
4
時

場
所

：

中
戸
川
ボ
タ
ン
店

定
員

：

各
回
4
人

参
加
費

：

1
0
0
0
円

●	

縫
わ
ず
に
で
き
る

革
製
ポ
ー
チ
づ
く
り

日
時

：

2
月
29
日（
水
）

午
前
11
時
～
11
時
30
分
、

午
後
1
時
～
1
時
30
分

3
月
7
日（
水
）

午
前
11
時
～
11
時
30
分
、

午
後
1
時
～
1
時
30
分

3
月
14
日（
水
）

午
前
11
時
～
11
時
30
分
、

午
後
1
時
～
1
時
30
分

場
所

：

白
牡
丹

定
員

：

各
回
3
人

参
加
費

：

1
8
0
0
円

i
小
田
原
を
体
験
し
よ
う
!!

産
業
政
策
課		

☎	

33-		
1
5
1
8

問●	

米
粉
中
華
ま
ん
づ
く
り

日
時

：

3
月
7
日（
水
）

午
後
2
時
～
4
時

場
所

：

志
村
屋
米
穀
店

定
員

：

5
人

参
加
費

：

1
5
0
0
円

●	

ペ
ー
パ
ー
ド
リ
ッ
プ
に
よ
る

美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
入
れ
方

日
時

：

3
月
14
日（
水
）

午
後
1
時
30
分
～
3
時

場
所

：
ス
ズ
ア
コ
ー
ヒ
ー

定
員

：

4
人

参
加
費

：

1
0
0
0
円

●	

梅
コ
ロ
ッ
ケ
づ
く
り

日
時

：

2
月
25
日（
土
）

午
前
11
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

3
月
10
日（
土
）

午
前
11
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

場
所

：

田
中
屋
本
店

定
員

：

各
回
5
人

参
加
費

：

1
0
0
0
円

●	

家
庭
で
も
作
れ
る
ピ
ビ
ン
バ

づ
く
り
と
国
産
牛
焼
肉
ラ
ン
チ

日
時

：

3
月
3
日（
土
）

午
後
0
時
～
2
時

場
所

：

ハ
ニ
ル
館

定
員

：

20
人

参
加
費

：

2
5
0
0
円

●	

季
節
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

日
時

：

2
月
22
日（
水
）

午
後
2
時
～
3
時
30
分

3
月
14
日（
水
）

午
後
2
時
～
3
時
30
分

場
所

：

古
屋
花
店

定
員

：

各
回
10
人

参
加
費

：

2
0
0
0
円

●	

5
歳
若
返
る
メ
イ
ク
レ
ッ
ス
ン

日
時

：

2
月
18
日（
土
）

午
前
11
時
～
午
後
1
時
、

午
後
2
時
30
分
～
4
時
30
分

場
所

：

松
屋		

定
員

：

各
回
2
人

参
加
費

：

1
0
0
0
円

●	

簡
単
に
出
来
る
D
I
Y
塗
装

日
時

：

2
月
28
日（
火
）

午
後
2
時
～
3
時
30
分

3
月
22
日（
木
）

午
後
2
時
～
3
時
30
分

場
所

：

ヤ
ブ
タ
塗
料

定
員

：

各
回
5
人

参
加
費

：

1
0
0
0
円

街
か
ど
博
物
館  

体
験
教
室

　

小
田
原
の
産
業
に
関
わ
る
人
、

製
品
、
も
の
づ
く
り
の
結
び
付
き

を
学
べ
る
「
街
か
ど
博
物
館
」
で

も
、
体
験
教
室
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
各
博
物
館
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆	

ひ
も
の
工
房（
早
瀬
幸
八
商
店
）

☎
22-

4
0
3
5

ひ
も
の
の
さ
ば
き
作
業
体
験

（
要
予
約
）

◆	

寄
木
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
露
木
木
工
所
）

☎
22-

5
9
9
5

寄
木
コ
ー
ス
タ
ー
の
製
作
体
験

◆	

ひ
も
の
体
験
館

（
カ
ネ
タ
前
田
商
店
）

☎
23-

4
7
4
1

ひ
も
の
の
さ
ば
き
作
業
体
験

（
要
予
約
）

◆	

か
ま
ぼ
こ
博
物
館（
鈴
廣
）

☎
24-

6
2
6
2

ち
く
わ
、か
ま
ぼ
こ
の
製
作
体
験

申
し
込
み

：

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所  

☎ 

23-  
1
8
1
1

E-M
ail  sodan@

odaw
ara-cci.or.jp
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今
年
度
の
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
・
第
4
部（
中
学
校
の
生
徒

の
部
）で
、
柴
田
さ
ん
の
作
品
「
そ

れ
で
も
吸
い
ま
す
か
?
〜
そ
の
一

本
が
危
険
を
運
ぶ
〜
」が
、
見
事「
入

選
」を
受
賞
し
ま
し
た
。
市
内
の
児

童
・
生
徒
の
作
品
が「
入
選
」を
受

賞
す
る
の
は
、
9
年
ぶ
り
の
快
挙
で

す
。
柴
田
さ
ん
は
、
小
田
原
市
の
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
金
賞
を
、
神
奈
川
県

の
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
、
神
奈
川
県
議

会
議
長
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
た
ば
こ
の
値
上
が
り
を
き
っ
か
け

に
関
心
を
持
ち
、
未
成
年
の
喫
煙
率

な
ど
に
注
目
し
て
図
書
館
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
デ
ー
タ
を
調
べ
始
め

ま
し
た
が
、
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、

た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
へ
の
イ
メ
ー
ジ

や
意
識
に
つ
い
て
、よ
り
関
心
を
持
っ

た
そ
う
で
す
。
掲
載
す
る
デ
ー
タ
を

選
び
、
グ
ラ
フ
の
配
置
や
、
イ
ラ
ス

ト
に
こ
だ
わ
り
、
工
夫
を
重
ね
、
時

間
を
か
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

柴
田
さ
ん
は
、
副
題
の「
そ
の
一

本
が
危
険
を
運
ぶ
」に
あ
る
よ
う
に
、

た
ば
こ
が
危
険
を
は
ら
む
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
、
最
も
伝
え
た

か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
背
景
の
灰
色

と
タ
イ
ト
ル
ま
わ
り
の
た
ば
こ
の
煙

に
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
イ
メ
ー
ジ

が
効
果
的
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
コ
ン
ク
ー
ル「
入
選
」の
賞
状

と
副
賞
は
、
2
月
4
日
に
開
か
れ
る

神
奈
川
県
統
計
大
会
で
、
柴
田
さ
ん

に
手
渡
さ
れ
、
功
績
が
た
た
え
ら
れ

ま
す
。

みなぎる可能性、描く夢、そして、奏でる未来。
このコーナーでは、若者たちの活躍する姿や
メッセージをお届けします。 統計グラフ全国コンクールで「入選」を受賞!

柴田実
み

紅
く

さん千代中学校3年

柴田さんの作品
「それでも吸いますか?〜その一本が危険を運ぶ〜」

　
50
年
以
上
も
活
動
を
続
け
、
現
在
で
は
、
下

曽
我
・
曽
我
地
区
の
梅
農
家
を
中
心
に
、
会
員

が
1
7
0
人
ほ
ど
い
る
小
田
原
市
梅
研
究
会
。

梅
の
品
質
の
維
持
、
向
上
を
目
的
と
し
た
取
り

組
み
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
J
A
か
な
が
わ
西
湘
や
、
市
と
と
も
に
行
っ

て
い
る「
小
田
原
梅
品
評
会
」。
夏
と
冬
に
施

す
枝
の
剪せ

ん

定て
い

の
講
習
会
。
他
県
へ
の
視
察
。
受

粉
を
促
す
た
め
の
み
つ
ば
ち
巣
箱
の
設
置
。
毎

年
1
月
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
城
址
公
園
な

ど
の
梅
の
剪
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
近
頃
は
兼
業
農
家
の
会
員
も
増
え
、
高
齢
化

も
進
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
助
け
合
っ
て
い

か
な
い
と
」と
会
長
の
穂
坂
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
地
元
の
下
曽
我
小
学
校
と
も
交
流
が
あ
り
、

梅
の
植
樹
を
は
じ
め
、
3
年
生
の
総
合
学
習

の
授
業
で
は
、
穂
坂
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
を
務
め
ま
す
。
梅
に
つ
い
て
学
ん
で
い

る
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
質
問
や
感
想
に
、
驚
か

さ
れ
た
り
、
感
心
し
た
り 
…
…
。
1
本
の
木

か
ら
何
個
の
梅
が
取
れ
る
の
か
と
聞
か
れ
て
、

昨
年
の
収
穫
量
を
も
と
に
計
算
し
て
み
た
と

こ
ろ
、
約
6
0
0
0
個
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
児
童
の
神
保
和
希
君
か
ら
は
「
家
で

か
ま
ぼ
こ
と
梅
を
一
緒
に
食
べ
た
ら
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
。
お
す
す
め
で
す
」と
教
え
て

も
ら
い
、
小
田
原
の
名
産
品
の
組
み
合
わ
せ
に

大
変
感
心
し
た
と
言
い
ま
す
。

　
「
将
来
、
こ
の
純
粋
な
子
ど
も
た
ち
が
、
下

曽
我
の
梅
の
生
産
の
力
と
な
っ
て
く
れ
た
ら

い
い
で
す
ね
」と
子
ど
も
と
の
交
流
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

下曽我小学校 3 年生の総合学習「梅博士になろう」

梅研究会会長		
穂坂成

しげ
雄
お
さん

梅
の
里
を
守
り
育
て
る

小
田
原
市
梅
研
究
会

14



菅沼重雄さん、小澤アイ子さん

　
ほ
の
か
な
梅
の
香
り
と
、
富
士
山
を

は
じ
め
雄
大
な
山
々
を
背
に
し
た
梅
の

美
し
さ
を
ゆ
っ
た
り
楽
し
め
る
曽
我
梅

林
。
現
在
開
催
中
の
梅
ま
つ
り
は
、
梅

干
し
を
は
じ
め
と
し
た
梅
加
工
品
の

他
、
み
か
ん
や
地
場
産
野
菜
な
ど
の
お

土
産
も
ま
た
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　
そ
の
中
で
も
注
目
な
の
は
、小
田
原
・

十
郎
梅
プ
レ
ミ
ア
ム「
雲う

ん

上じ
ょ
う」。

昨
年
製

造
さ
れ
た「
雲
上
」が
、
い
よ
い
よ
梅
ま

つ
り
会
場
で
販
売
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
実
が
大
き
く
、
肉
質
は
滑
ら
か
。
梅

干
し
用
品
種
の
最
秀
品
で
あ
る
小
田
原

独
自
の
品
種「
十
郎
梅
」。
平
成
20
年
に

は
、
生
産
者
や
食
品
産
業
、
流
通
な
ど

に
関
連
す
る
団
体
が
連
携
し
、
そ
の
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
目
指
し
、「
小
田

原
・
十
郎
梅
ブ
ラ
ン
ド
向
上
協
議
会
」

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
同
協
議
会
で
、

贈
答
用
に
作
ら
れ
た
の
が「
雲
上
」で
、

平
成
22
年
9
月
に
発
売
を
開
始
。
そ
の

後
、
凍と

う

霜そ
う

害が
い

の
影
響
で
生
産
で
き
な
い

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
、
製
造

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
製
造
に
は
、
4
つ
の
企
業
と

2
人
の
梅
農
家
の
か
た
が
参
加
。
J
A

か
な
が
わ
西
湘
梅
干
生
産
部
員
で
あ
る

菅
沼
さ
ん
と
小
澤
さ
ん
は
、
と
も
に
小

田
原
梅
品
評
会
に
お
い
て
県
知
事
賞
を

受
賞
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
十
郎
梅
」の
中
で
も
、
4
L
サ
イ
ズ

（
直
径
42
ミ
リ
以
上
）の
実
を
厳
選
し
て

作
る「
雲
上
」に
つ
い
て
小
澤
さ
ん
は
、

「
樹
上
で
熟
さ
せ
た
大
き
な
実
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
に
、
相
当
神
経
を
使
い
収
穫

し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
作
る
か
ら
こ
そ
、

皮
が
薄
く
て
果
肉
が
柔
ら
か
い
、十
郎
梅

の
お
い
し
さ
が
よ
く
味
わ
え
ま
す
」と
言

い
ま
す
。
菅
沼
さ
ん
も
、「
一
つ
一
つ
丁

寧
に
も
ぎ
、
お
天て

ん

道と
う

様さ
ま

と
相
談
し
な
が

ら
干
し
、
塩
だ
け
で
し
っ
か
り
と
漬
け

る
。
自
然
と
梅
と
向
き
合
っ
て
作
る
か

ら
、梅
本
来
の
味
が
す
る
」と
語
り
ま
す
。

　
一
粒
一
粒
に
、
自
然
の
恵
み
と
、
お

い
し
く
す
る
た
め
に
惜
し
み
な
く
注
が

れ
た
作
り
手
の
愛
情
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
プ
レ
ミ
ア
ム
な
梅
干
し
を
ぜ
ひ
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

おいしい小田原の味をかみしめながら、小田原の魅力を、もっと考えて 
みませんか。このコーナーでは、小田原のおいしい話題をお届けします。

10

梅盛り !眺めて美し、味わいおいし !

小田原・十郎梅
プレミアム「雲上」

梅まつりのお土産は!?
〜おいしい梅製品が勢ぞろい〜

●	梅干し			 本物の味に出会えます
●	梅ジャム			梅はパンにも、合うんです
●	梅みそ			 小田原おでんでもおなじみです
●	梅エキス			クエン酸が詰まっています

　曽我梅林の梅まつりでは、曽我別所・中河原・
原の各会場に売店があり、お土産が売られていま
す。生産者が自ら販売するものも多く、おいしい
味わい方を直接聞きながら買い物が楽しめます。
梅干しの味も、取り扱っている商品も、売店によっ
て異なります
ので、買いそ
びれにはご注
意を…。

※	1箱（5個入り）：1,500円
販売に関する問い合わせは、
農政課（33-1494）まで。
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1月1日現在 小田原市の人口197,431人  78,329 世帯

　
約
3
万
5
千
本
の
梅
が
一
斉
に

咲
き
誇
る「
曽
我
梅
林
」の
玄
関
口
、

下
曽
我
駅
。
毎
年
、こ
の
時
期
に

開
か
れ
る「
小
田
原
梅
ま
つ
り
」

に
は
、一
足
早
い
春
の
訪
れ
を
求

め
、全
国
各
地
か
ら
多
く
の
観
梅

客
で
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
小
田
原
の
梅
の
歴
史
は
古
く
、

戦
国
時
代
、兵

ひ
ょ
う

糧ろ
う

用
に
梅
の
木
を

植
え
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、

今
で
も
そ
の
多
く
は
食
用
の
梅
と

し
て
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
駅
周
辺
に
は
、梅
林
以
外
に
も
観

光
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
旧
曽
我
郷
6
か
村
の
総
鎮
守
で
、

北
条
時
代
か
ら
小
田
原
城
鬼
門
擁

護
の
社
と
さ
れ
て
い
た
宗そ

我が

神
社
。

日
本
三
代
仇あ

だ

討
ち
の
一
つ「
曽
我

物
語
」の
曽
我
兄
弟
の
墓
が
あ
る

城
前
寺
。
母
の
実
家
が
あ
っ
た
縁

で
設
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
二
宮

尊
徳
遺
髪
塚
な
ど
、多
く
の
名
所

旧
跡
を
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
下
曽
我
駅
周
辺
は
、富

士
や
箱
根
、丹
沢
の
山
並
み
の
絶
景

と
、梅
の
香
り
を
楽
し
め
る
、最
も

ぜ
い
た
く
な
季
節
を
迎
え
ま
す
。

ほのぼの歩く

市内には、18もの駅があります。
毎日の、特別な日の、出発の駅。
帰ってきた安らぎを感じられる駅。
あなたの駅を訪ねます。

下曽我駅
1922年開業、1日の平均乗降者数は2,718人

10

2

3

6

4

5

1

第
42
回
小
田
原
梅
ま
つ
り

期
日

：

1
月
28
日（
土
）～
2
月
29
日（
水
）

場
所

：

曽
我
梅
林（
曽
我
別
所
・
中
河
原
・
原
）、

小
田
原
城
址
公
園

※	

流や
ぶ
さ
め

鏑
馬（
2
月
11
日（
祝
）

		

午
後
1
時
～		

曽
我
梅
林
・
原
会
場
）


